
2025年度春季新入生アンケート

アンケート実施期間：2025年4月2日（水）～ 4月30日（水）

新入生数

(人)

回答者数

(人)

回答率

(％)

法学部 62 62 100.0

経営学部 131 131 100.0

保健医療学部

看護学科 92 91 98.9

健康スポーツ科学科 148 144 97.3

救急救命学科 45 44 97.8

歯学部 162 148 91.4

計 640 620 96.9
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2025年度新入生アンケート結果分析 

【 法学科 】 

 

新入生の数については、残念ながら法学部のみ定員割れをしている現状であり、早急

に対策が必要であるが、以下においてアンケート結果を項目別にみていきたい。 

■朝日大学への入学を決めた理由は何ですか（2 つまで） 

「卒業後の希望進路に合致している」27.9%、「クラブ（体育会）活動が充実している」

26.0%、「キャンパスの設備や雰囲気が良い」12.5%と続き、「卒業後の希望進路に合致し

ている」が一番多いが、卒業後の希望進路は、後述の、現時点での希望進路に最も近い

と思われるもの（設問 7 で①または②を選んだ人のみ）から見ると、「公務員（事務職）」

20.4%、「公務員（警察・消防）」26.5%、「⺠間企業」22.4%、「教員（公⽴・私⽴を不問）」

22.4%となっており、入学時は、公務員事務職、警察・消防、⺠間企業、教員とそれぞれ

の希望者が同じくらいの割合を占めている。このことから、公務員試験対策を核に据え

つつも、良いも悪いも「公務員専用学部」というイメージを刷新し、警察・消防士志望

者だけでなく、企業法務・行政政策、さらには教職へと進む学生に直結する学びを提供

し、出口の多様化と地域密着型プロジェクトを同時に実現する必要があると考える。 

■本学法学部について調べてみましたか。 

「よく調べた」35.5%と、「少し調べた」56.5%とを合わせて 92.0%となっており、法

学部では「まったく調べていない」が 0 人であった。ただ、法学部について「よく調

べた」35.5%が「少し調べた」56.5%よりかなり数値が低く、この点は分析を要するで

あろう。 

■本学での学修について自信がありますか。 

「大いに自信がある」4.8%、「ある程度は自信がある」33.9%、「やや不安である」53.2%

となっており、「やや不安である」が過半数を超えていることから、入学後に学生への教

え方に配慮を要するであろう。 

■卒業後の希望進路（就職、進学）は考えていますか。 

「具体的に考えている」22.6%と、「大まかな方向(方向性)は考えている」53.2%とを合

わせて 75.8%が就職意識を持っており、学生の希望進路に就けるように、これまで以上

にサポートする必要があるであろう。 

■（設問 7 で①または②を選んだ人のみ）以下の選択肢の中から、現時点での希望進路

に最も近いと思われるものを答えてください。 

前述の、朝日大学への入学を決めた理由のところで述べたように、「公務員（事務職）」

20.4%、「公務員（警察・消防）」26.5%、「⺠間企業」22.4%、「教員（公⽴・私⽴を問わ

ず）」22.4%となっているが、経営学部が資格取得（教職免許の勉強を含む）で成果を上

げている中で、法学部も警察・消防に力を入れると共に、資格取得希望の学生を上手に

育てて、社会的に評価（難易度）の高い弁護士・司法書士・行政書士・社会保険労務士



 

 

などの資格を取得できる学生を継続的に輩出する仕組みの構築が必要であろう。 

■大学生活で特に力を入れていきたいことは何ですか。（2 つまで） 

「良い成績を取ること」28.6%、「クラブ（体育会）活動やサークル活動」20.2%、「幅広

く教養を⾝につけること」14.3%、「人間関係を広げること」13.4%、「資格取得（教職免

許の勉強を含む）」10.1%の順になっているが、経営学部が「資格取得（教職免許の勉強

を含む）」が突出して多い点と比較すると、法学部も前述したように資格取得・教職免許

希望の学生を上手に育てて継続的に成果を出せば、定員充足への道が開かれると感じる。 

■(大学)教員に特に期待することは何ですか。（2 つまで） 

「わかりやすい授業をしてくれる」47.9%、「勉強に関する質問に丁寧に答えてくれる」

21.8%、「卒業後の就職についてアドバイスをしてくれる」11.8%の順になっている。「わ

かりやすい授業」とは決して質を下げた安易な内容の講義を展開することではない。質

を下げた授業では難易度の高い司法書士・行政書士などの資格取得は望めないからであ

る。外注業者だけに頼らずと、絶え間ない法改正のアップデートをフォローする教員自

⾝の研究力なくして、丁寧でわかりやすい教育は出来ないことを認識すべきであろう。 

 

 以下においては、これまで奏功してきた警察官・消防士・公務員養成ではなぜ定員が

充足できないのかについて考えるに、①人口構造が急速に縮小し、出願母集団そのもの

が細っている、②競合校の同質化現象を背景として、地方私学の文系学部は「公務員試

験指導」を前面に出すケースが多く、差別化が効きにくい、③就職イメージの限定（警

察官・消防士・地方自治体）という狭い出口、といった３つの要因により、東海地区の

文系学部との差別化ができていないため、これらへの対応をしなければならないであろ

う。 

 したがって、公務員試験対策に力を入れると共に、公務員専用学部というイメージを

刷新し、たとえばカリキュラムの三本化（(a) Public Safety & Local Gov（警察・消防・

自治体 DX）、(b) Business Compliance & ESG（企業法務・内部統制）、(c) LegalTech & 

AI（法律業務や手続きに IT 技術を活用し、新たな価値や仕組みを提供する学生の養成）

といった 各トラックに資格と結びつけながら、出口を「複線化」させて、“二枚目・三枚

目の名刺（資格・認定）”を学生に持たせることで、法学部の価値を“安定就職”から“社会

を変える具体的スキル”へとアップデートさせることが、志願者・地域・大学の Win-Win-

Win の関係を生みだし、充足率改善に繋がるのではないだろか。これまでの警察官・消

防士・市町村役場等の志望者対策だけでなく、「環境・社会・ガバナンス」を総合的に扱

う“横断型リスク法学（企業活動や社会活動における、訴訟リスク、環境リスク、情報セ

キュリティリスク、ハラスメントリスク等の様々な法律分野の問題を分析・評価し、法

制度や政策を検討する学問分野）“も取り入れる時期に来ているのかもしれない。 

 



 

 

■自由記述欄 

「理由は理解力が低いので、スケジュールなどの管理や、履修などの説明などを分かり

やすくしてほしい」「教職課程はとった方がいいのか」「授業の勉強と、将来の進路のた

めの勉強と、部活をすべて上手にこなすことができるようにサポートやアドバイスをし

ていただきたい」「部活と勉強の両⽴に不安がある」といった記述があった。 

 

 



【 経営学科 】 

 

 新入生の数が多い入試区分は順に、指定校推薦 39 名、高大接続（会計）29 名、信長

（AO）17 名、外国人留学生 14 名、スポーツ推薦 11 名である。また、昨年度と較べて

増減の多い区分は、高大接続（会計）9 名増、信長（AO）6 名増、スポーツ推薦 10 名

減、指定校推薦 5 名減、外国人留学生 3 名減である。以下、これらの入試区分にも着目

してアンケート結果を分析する。 

 

１．住居 

「自宅」66.1%、「自宅外」38.9%で、昨年度より「自宅外」が2.3ポイント減ってい

る。スポーツ推薦や外国人留学生が減ったことが原因と推測される。 

 

２．朝日大学への入学を決めた理由（2つまで回答） 

 全体では回答が多い項目は順に、「卒業後の希望進路に合致」38.9%、「クラブ（体育

会）活動が充実」29.0%、「キャンパスの設備や雰囲気が良い」27.5%である。入試区分

ごとの1位は、指定校推薦・信長（AO）・外国人留学生では「卒業後の希望進路に合致」、

高大接続（会計）・スポーツ推薦では「クラブ（体育会）活動が充実」である。入試区分

によって理由に違いがあると判断する。 

 

３．本学経営学部についての調査 

 「よく調べた」と「少し調べた」を合わせた回答は全体では87.8%である。ただし、外

国人留学生に限定すると57.1%である。また、信長（AO）入試では、プレゼンテーショ

ン「あなたが朝日大学で実現したい目標は何ですか。そのためにどのような努力をしま

すか。」を課しているが、その1名が「あまり調べていない」と回答している。 

 

４．本学経営学部での学修についての自信 

 「大いに自信がある」と「ある程度自信がある」を合わせた回答は全体では58.0%で

ある。入試区分別ごとには、指定校推薦38.5%、高大接続（会計）86.2%、信長（AO）

52.9%、外国人留学生85.7%、スポーツ推薦54.5%である。学修についての自信の程度は、

入試区分によって差があると判断される。 

 

５．卒業後の希望進路 

 「具体的に考えている」と「大まかな方向（方向性）は考えている」を合わせた回答

は全体では71.8%である。入試区分別ごとには、指定校推薦56.4%、高大接続（会計）

96.6%、信長（AO）82.4%、外国人留学生78.6%、スポーツ推薦45.5%である。卒業後の

具体的な進路の希望の程度は、入試区分によって差があると判断される。 



６．大学生活で特に力を入れていきたいもの（2つまで回答） 

 全体では回答が多い項目は順に、「資格取得（教員免許の勉強も含む）」49.6%、「人

間関係を広げること」38.1%、「良い成績を取ること」31.3%、「幅広く教養を身につけ

ること」31.3%（同率）である。入試区分別ごとの1位は、指定校推薦では「人間関係を

広げること」、高大接続（会計）では「資格取得（教員免許の勉強も含む）」、信長（AO）

では「幅広く教養を身につけること」と「資格取得（教員免許の勉強も含む）」（同順）、

外国人留学生では「良い成績を取ること」、スポーツ推薦では「クラブ（体育会）活動

やサークル活動」である。大学で力を入れていきたいことは、入試区分によって異なる

と判断される。 

 

７．教員に特に期待すること（2つまで回答） 

 全体では1位の「わかりやすい授業をしてくれる」71.8%に対し、2位以降は「勉強に

関する質問に丁寧に答えてくれる」28.2%、「卒業後の就職についてアドバイスをして

くれる」24.4%などと回答の比率が小さくなっている。「わかりやすい授業をしてくれ

る」は、全ての入試区分でも1位（同率1位を含む）になっていて、共通の期待であると

判断される。 

 

８．自由記述 

 大学生活についての期待や不安が主であるが、以下のような希望もあった。（原文の

まま） 

・駐車場を作ってほしいです 

・駐輪場に屋根をつけてほしい。 

・平日のスクールバスのことで部活が7時前から始まるのでもう少し早く出発するバ

スがあると助かります。 



【 看護学科 】 

 

 〈住居〉は、自宅通学生の割合が 89％（2024 年度入学生：87.7%）であり、昨年度と

ほぼ同等で、微増の傾向が見られた。保護者に対しては、学生の日々の学修状況を把握

してもらえるよう支援を依頼していく必要がある。また 11％（2024年度入学生：12.3％）

の学生は保護者と別居であり、日常生活が学修状況や健康状態に影響がないか、面談を

通して把握していく。 

〈朝日大学への入学を決めた理由〉については、昨年度と同様に「大学病院などの実

習施設が充実している」ことが高い割合を示している。次に、「キャンパスの設備や雰囲

気が良い」「スクールバスがあって通学しやすい」「選択すれば保健師国家試験受験資格

が得られる」「大学独自の奨学金制度や大学病院の奨学金が充実している」という順に高

い割合を示している。上位 3 つの理由は、昨年度と同様の傾向にあるが、今年度におい

ては、「選択すれば保健師国家試験受験資格が得られる」という理由が例年になく上位に

ある。一方で、「海外研修制度が充実している」の割合が昨年よりも減少している。また、

「高校や予備校で薦められた」「親から薦められた」と回答した学生が併せて 13名おり、

昨年度よりも微増していることからも、ステークホルダーや社会からの評価も重要な要

素である。本学看護学科の強みとして、「保健師課程選択制度」「海外研修制度」を引き

続き大学広報の PR ポイントとして活用していく。具体的には、高校の体験授業の受け

入れや、オープンキャンパスでの学科説明や実習体験、在学生からの話を通して、大学

の雰囲気を感じてもらい、家族も含め早期から大学を知ってもらう機会を持つことが重

要である。 

〈看護学科の教育内容の認知度〉に関しては、「まったく知らなかった」と答えた学生

はおらず、「あまり知らなかった」が 15 名、16.5％（2024 年度入学生：18.5％）であり、

昨年度よりは低い割合であった。入試区分では、信長入試の学生が 7 名、指定校推薦の

学生が 6 名おり、今後の成績や学修継続動機にどう影響するか縦断的に分析する必要が

ある。また、認知度を高める方策として、ホームページを通じて授業や実習内容につい

ての発信を積極的に行っていく。 

〈看護学科での学修についての自信〉では、「大いに自信がある」「ある程度は自信が

ある」は 42.9％（2024 年度入学生：34.5％）であり、昨年度より上昇した。しかしなが

ら「やや不安である」「とても不安である」は 57.1%であり、学修に対する不安の強さは

半数以上を占めていた。学生生活に関する自由記述からも、学修に関する不安が強いこ

とがうかがえるため、メンタル面でのサポートが重要である。具体的には、アドバイザ

ーとの面談・サポート、アドバイザーと学年担当教員、教務学生委員長との連携体制を

整えること、健康管理センターの紹介や活用を強化すること、入学前セミナーなどを工

夫して入学前からのフォローも視野に対策を講じていく。 



〈保健師課程の選択〉を「強く希望する」「余裕があれば希望する」が 40.7％（2024

年度入学生：43.2％）であり、昨年度より減少した。しかしながら、「迷っている」が 23％

いること、〈朝日大学への入学を決めた理由〉でも例年より「保健師課程選択制度」が上

位にあることから、保健師課程への関心自体は依然として高いと考えられる。したがっ

て、「迷っている」学生に対する丁寧な情報提供や将来像の提示、実際の進路選択を見据

えたキャリア支援の充実が、今後ますます重要となる。 

〈卒業後の希望進路〉については、「具体的に考えている」「大まかな方向は考えてい

る」と回答した新入生は 76.9％（2024 年度入学生：79%）であった。おおむねの新入生

が、将来を見据えて大学を選択してきていると考えられるが、大学生活や専門科目の学

修を通して、将来の選択に幅をもたらすことのできる教育支援を継続していく必要があ

る。 

〈大学生活で特に力を入れたいこと〉については、「良い成績を取ること」「幅広い教

養を身につけること」「人間関係を広げること」の順に多く、学修への意欲の高さも垣間

見えた。これらの傾向は昨年度と同等である。学生個々の不安な状況を理解しつつ、学

修のモチベーションを低下させず、かつ学修の到達目標を達成できるような教授方法を

工夫する必要がある。 

〈教員に期待すること〉としては、昨年同様、「わかりやすい授業をしてくれる」とい

う割合が最も多く、次に「勉強に関する質問に丁寧に答えてくれる」、「学生生活の相談

に乗ってくれる」であった。次いで、「看護学科の専門科目について、学修への興味を持

たせてくれる」、「臨地実習が円滑に進むように、丁寧で的確な指導をしてくれる」は同

等の割合で高かった。学修面以外でも教員のサポートを期待していることが読み取れた。 

以上のことから、本年度の本学看護学科新入生は、大学病院をはじめとする実習施設

や保健師課程制度などの教育環境に魅力を感じつつも、学修や将来に対する不安を抱え

ていることがわかる。今後は、学生の意欲を引き出しつつ、不安を軽減する個別支援や

キャリア支援の充実が求められる。また、大学の強みを継続して発信し、入学前からの

情報提供や保護者との連携を通じて、学修環境をより良く整えていくことが重要である。 



【 健康スポーツ科学科 】 

 

学生の住居については「自宅外」が 66.7％、「自宅」が 33.3％で、昨年度と同様の傾

向が見られた。 

健康スポーツ科学科への入学を決めた理由については、「クラブ（体育会）活動が充

実している（111 名）」が最も多く、次いで「卒業後の希望進路に合致している（55

名）」、「高校や予備校で薦められた（20 名）」、「キャンパスの設備や雰囲気が良い（18

名）」が続いた。特にクラブ活動の充実や環境が整っていること、将来に繋がる学びが

得られることが、入学の決め手に大きく影響していると考えられる。この傾向は前年度

と同様であることから学科の特色が安定して評価されていることが窺える。  

学科については「少し調べた（56.9％）」が最多で、「よく調べた（35.4％）」と合わ

せて 9 割以上が事前に情報収集していることが分かった。学修について自信があるか

については、肯定的な回答が 54.2％と半数を超えた。一方、否定的回答は 45.8％で、

前年度より 5.5％増加した。増加の背景には、高校と大学の学び方の違いなどが影響し

ていることが推察される。 

卒業後の希望進路の考えについては、「大まかな方向は考えている（54.2％）」が最

多で、「具体的に考えている（25.0％）」、「あまり明確に考えていない（19.4％）」と続

いた。希望する進路では、特に「教員（43.1％）」と「スポーツ業界の仕事（39.7％）」

の割合が顕著であった。 

大学生活で特に力を入れたいこととして最も多かったのは「クラブ活動やサークル活

動（97 名）」であった。次いで、「よい成績を取ること（48 名）」、「幅広く教養を身に

つけること（39 名）」、「人間関係を広げること（37 名）」、「資格取得（33 名）」と続き、

学業や社会人を見据えた知識及びスキルの習得に意欲をもっていることが分かった。 

教員に特に期待することとしては、「わかりやすい授業をしてくれる（117 名）」が最

多で、学生が授業の理解を重視していることが窺える。その他、「卒業後の就職につい

てアドバイスをしてくれる（39 名）」、「勉強に関する質問に丁寧に答えてくれる（30

名）」、「グループで課題に取り組む機会を設けてくれる（23 名）」、「学生生活に関する

相談に応じてくれる（23 名）」、「専門科目の学修に対する興味を持たせてくれる（13

名）」など、学習面に留まらず、就職や生活面への広い支援を求めていることが示され

た。  

学生生活について感じていることや要望の自由記述では、教職関連と授業関連の 2

点に意見が集中した。教職に関しては、「教職課程について色々知りたい」、「教員免許

を取りたいと思っているのですが、どのような履修登録をしたらいいかわからない」と

いった声があり、情報提供の充実が求められている。授業に関しては、「ちゃんと単位



が取れるか不安」、「授業についていけるか心配です」などの声が目立ち、学習支援の充

実が期待されていることが分かった。 

以上、新入生は学業や進路、大学生活全般において高い関心と期待を持ちつつも、

授業などの不安や課題も抱えていることが分かった。学科としては、これらの声を把握

し、学生の多様なニーズに応じて丁寧に対応していきたい。  

 

 



【 救急救命学科 】 

 

〖住居〗は、「自宅」が29人（66%）、「自宅外」が15人（34%）で、自宅から通学

している学生が看護学科に次いで高い割合であった。 

〖朝日大学への入学を決めた理由〗は、「大学病院などの実習施設が充実している」

が34人（45.3%）と最多で、次に「キャンパスの設備や雰囲気が良い」が12人（16.0%）

と、看護学科と類似した傾向であった。その他の理由に記載していた8名のうち7名が救

急救命士になる目的で本学科を選んだ旨を記載していた。しかしながら、1名が「体育会

吹奏楽部の監督に紹介していただき、特待生として入学させていただいた為。」と記載

しており、体育会のスポーツ推薦や吹奏楽推薦で入学した学生が、入学後の救急救命士

育成の為の教育にうまく適応できるか懸念される。 

〖救急救命学科の教育内容について入学前から知っていたか〗については、「良く知

っていた」と「少し知っていた」が33人(75.0%)と多かったが、「あまり知らなかった」

学生が10人（22.7%）、「まったく知らなかった」学生が1名（2.3％）存在していた。 

〖救急救命学科での学修についての自信〗については、肯定的回答をした学生18人

（40.9%）より、否定的回答の学生が26人（59.1％）と多かった。 

〖卒業後の希望進路の考え〗については、「大まかな方向性は考えている」28人

(63.6％)が最も多く、次いで「具体的に考えている」が11人(25.0％)、「あまり明確に考

えていない」が5人（11.4％）であった。「まったく考えていない」は0人であった。 

〖大学生活で特に力を入れたいこと〗は、「幅広く教養を身につけること」が30人

（35.3％）、次いで「人間関係を広げること」26人（30.6％）であり、「よい成績を取

ること」は21人（24.7％）と歯学部や看護学科などに比べ割合が低かった。 

〖教員に対する期待〗では、「わかりやすい授業をしてくれる」が最も多く29人

（33.3%）、次いで「救急救命学科の専門科目について学修への興味を持たせてくれる」

17人（19.5%）、「臨地実習が円滑に進むように、丁寧で的確な指導をしてくれる」12

人（13.8%）、「勉強に関する質問に丁寧に答えてくれる」10人（11.5%）であった。 

〖学生生活について感じることや要望の自由記述〗では、心配や不安を記載している

学生が11人、一方、期待や決意を記載している学生が12人おり、「色々不安だけれど、

先生方があつくサポートしてくださるので一生懸命頑張る。」などの様に不安と期待や

決意が入り混じっている様子が伺い知れる。 

アンケート結果全般的には看護学科の学生と傾向が類似しているが、異なる点として

は「入学前に救急救命学科の教育内容について全く知らない」学生が存在していたり、

「良い成績を取ること」よりも「幅広く教養を身につけること」を期待している学生が

多いなど、入学後の救急救命士育成教育についての認識が若干不十分な傾向が認められ

た。 



昨年8月末の救急救命学科設置認可後の学生募集期間が短かったにもかかわらず、入

学定員を超える入学生を確保できたことは、学生募集のための広報活動や体育会の指導

者による勧誘などが有効に機能した結果と思われる。しかしながらその反面、救急救命

士を目指す意欲が希薄な学生や救急救命士育成教育についての認識が不十分な学生も入

学している可能性があり、今後はさらに意欲の高い学生をより選抜して入学させる必要

があると思われる。 

 

 



【 歯学科 】 

 

2025 年度歯学部新入生148 名のうち、自宅からの通学者は58 名（39.2%）であり、

2024 年度歯学部新入生128 名における自宅からの通学者49 名（38.3%）と比較して大

きな変化は認められないものの、直近２年間は高い割合で推移している。また、本学歯

学部に入学を決めた理由では、「（他の私立大学歯学部に比べて）授業料が安いこと」

が66名（44.6%）と最も多く、2024年度（38 名（29.7%））と比較して大きく増加して

いた。歯科医師になるための学費が他の私立大学歯学部に比べて安いことが、本学歯学

部を選んだ動機となっていることが窺える。今後も学費に関する周知の広がりとともに、

愛知県、岐阜県、三重県などの通学圏内の入学志望者は増加すると考えられる。 

歯学部新入生148 名のほとんどは高校で理系科目を履修しており、「本学での学修に

ついて自信がありますか」との質問には、「大いに自信がある」18 名（12.2%）、「あ

る程度は自信がある」71 名（48.0%）との回答をしており、半数以上（60.1％）の学生

が学修に対して好意的に考えていた。一方、「やや不安である」50 名（33.8%）、「と

ても不安である」9 名（6.1%）と今後の歯学部での学修に不安を持つ新入生も少なくな

いが、昨年と比較すると、学修に対して好意的な回答が２割近く増加していた。また、

「大学生活で特に力を入れていきたいこと」として、「良い成績を取ること」との回答

が115 名（77.7％）と圧倒的に多く、次いで「幅広く教養を身につけること」との回答

が59 名（39.9％）であった。一方、新入生が「大学・教員に特に期待すること」として、

「わかりやすく興味の持てる授業」との回答が119 名（80.4％）、次いで「勉強に関す

る質問への丁寧な対応」との回答が61 名（41.2％）あり、入学時点の本学での学修意欲

は非常に高いだけでなく、本学の教員に対し学修面で大いに期待していることが窺える。

自由記載では勉強やテストへの不安に関する回答が散見されるものの、「勉強面での不

安がありますが、頑張っていきたいと思います。これからの学生生活が楽しみです」、

「予習と復習課題が多いので１つずつこなしていきたい」、「留年せずにストレートで

歯科国家試験（原文のまま）に合格するために勉学に励みたい」など学修に対し積極的

にとらえている学生は少なくなく、本学志願者数の増加による新入生の質向上が一因と

考えられる。 

講義内容は一度聴いただけではなかなか記憶に定着しないため、毎日講義を受けるこ

とに加え、講義前後に内容を自学自習することで理解を深めていく必要がある。定期試

験直前だけの勉強では、歯学部で進級することは難しく、さらに４学年のCBTや６学年

の歯科医師国家試験を突破するのは到底不可能である。したがって、新入生のうちに学

修習慣を身につけることがその後に大きな学力差として現れるため、学修意欲が高い入

学当初に自主学修の習慣を確立させることが、より重要であると考えられた。 


